
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 広島県立教育センター 

中学校・高等学校の部 



 

紹 介 作 品 
 

＜特選＞ 

 

中学校の部 

区分 作品名 学 校 名 学年 氏 名 賞 

物理 
色えんぴつ３原色による混色の作り方 

～色の配分の不思議～ 
呉市立天応中学校 ３ 岡本 優作 

広島県教育委員会賞 

【全国出品】 

生物 

ヒザラガイにとってカキ殻はどの様な

役割を果たしているのか？ 
呉市立広南中学校 １ 工藤 樹 

広島県教育委員会賞 

【全国出品】 

クモの巣の特長とその応用 熊野町立熊野中学校 ２ 安宗 栞那 
広島県科学賞委員会賞 

【全国出品】 

 

高等学校の部 

区分 作品名 学 校 名 学年 氏 名 賞 

物理 扇風機の羽になぜほこりが付くのか 広島大学附属高等学校 ３ 

大庭 夕佳 

長谷川 文音 

藤岡 尚実 

溝田 若葉 

読売新聞社賞 

【全国出品】 

生物 

土壌中のケラチン分解細菌の発見 

～羽毛を利用した新肥料開発に向けて

～ 

広島県立西条農業高等学校 ３ 

平井 智也 

一場 祥仁 

中西 将也 

井上 大聖 

広島県教育委員会賞 

【全国出品】 

森林の土壌から生活汚水を浄化する細

菌類を探る 

―森林の環境に着目して― 

広島県立祇園北高等学校 ３ 
古川 実優 

北野 桃香 

広島県教育委員会賞 

【全国出品】 

 

 

＜科学賞委員会特別賞＞ 

 

中・高等学校の部 

区分 作品名 学 校 名 学年 氏 名 賞 

生物 コウモリのフンの駆除大作戦 呉市立宮原中学校 １ 

芥川 朝陽 

大室 大治 

庄垣内 悠人 

鳥井 優希 

三浦 大輝 

科学賞委員会特別賞 

 

 

＊作品名は，原本どおりに記載しております。 

＊紹介画像は，研究内容を分かりやすくパネルにまとめていただいたものです。 

パネルの現物は，広島県立教育センター 本館 ２階ロビーに掲示してあります。 

当センターへお越しの際は，ぜひ，足を運んでください。 



 



 

 

 【特選】  呉市立天応中学校  第３学年  岡本 優作 

 

 

 

 

 

 

【講評】 

授業で学んだことから疑問を抱き，文献を参考にしながら独自の手法で様々な混色づくりを実践し，

結果を丁寧にまとめて表現している優れた作品である。 

工夫した点 

・３色から色相環を作れるかを試す時，見本の色に近づけることを優先事項として，回数と筆圧は色の

仕上がりを見ながら調整していき記録をとった。 

・混色する回数や筆圧にばらつきがあったことから，次の実験では運筆方向も決め，筆圧も３段階に分

けて比較表で記録することで，仕上がりの色の微妙な差を表現できるようにした。 

分かった点 

・色えんぴつでの混色は，絵の具のパレットで混ぜて作る混色とは異なることが分かった。 

・色を作ろうとする時に，薄い色を繰り返して重ねるだけでなく，紙の凸凹を潰すほど筆圧を強くし，

白い部分を消して色の上で色が混ざるくらいしないとできない色もあり，最後に何色で終わるかで

微妙な色味を調整できることが分かった。 

・色を重ねる順番を逆にすると，出来上がりに差が出ることが分かった。 

・重ねる回数が多くなるとあまり差が出なくなるが，少ない回数の場合は，最初の色・最後の色で色の

雰囲気が変わり，重ねる回数を多くすると，最後の色が同じであれば順番に違いがあっても，似た色

が出来やすいことが分かった。 

・筆圧を強めると紙の凸凹が潰れ，色が混ざりにくくなる。一方で，色を濃くするためには，筆圧の強

さが必要な時もあることが分かった。 

・２色を重ねる時は，どちらが先か後かで色味も変わってくることが分かった。 

・紙の性質（凸凹や質感）によって，白い部分の残り方が違い，色の混ざり方には差があることが分か

った。 

もっと改善したい点 

・色えんぴつの芯の成分にワックスが含まれ，油分が紙に染み込むため，普通の消しゴムでは色えんぴ

つで書いた跡を完全に消すことが難しいことが分かったが，紙に油分がついて染みになった部分を

きれいにするには，どうしたら良いのかを調べたくなった。 

・提出プリントや大事な本にうっかり油染みができるということがあるが，紙の繊維の中にどういう風

に油分が広がって，丸い染みになっていくのか，またそれを抜き取る方法も調べてみたい。 



 



 

 

 【特選】  呉市立広南中学校  第１学年  工藤 樹 

 

 

 

 

 

 

【講評】 

野外調査を継続して行い，コドラートを用いるなど，研究の精度を高める工夫を行った優れた作品で

ある。 

工夫した点 

・多数のヒザラガイの個数を追跡調査するため，個体識別がしやすいように２色のペイントマーカー

の組み合わせで識別できるようにしたこと。 

・正確な個体の位置を測定するため，縦横 100 ㎝の正方形のコドラート（４分割し，縦横 50 ㎝の正

方形４つ）を作成し，それらの頂点から距離を測定し，記録した。また，記録した結果はコンピュ

ーターで保存した。 

分かった点 

・ヒザラガイは，午後の干潮時間帯は春季・夏季を問わずほとんど移動しない。 

・ヒザラガイの移動距離に関しては個体差がある。広い範囲を移動する個体では，延べ約 12ｍ（１日

平均約 79㎝）も移動する個体もあった。 

もっと追究したい点 

・追跡するヒザラガイ個体の標識にペイントマーカーを使用したが，長期的な観察を行う上で消失す

る可能性と，目立つことにより捕食されやすくなる可能性が考えられる。継続的に個体識別が可能

で，捕食者に見付かりにくい標識方法について考えていきたい。 



 



 

 

 【特選】  熊野町立熊野中学校  第２学年  安宗 栞那 

 

 

 

 

工夫した点 

・クモの巣の形（円網）の特長を明らかにするために，様々な形のクモの巣がある中から，身近な場

所でよく見かけるアシナガグモの円網を観察の対象にした。 

・円網づくりの工程を明らかにするために，アシナガグモが円網を枠糸→縦糸→足場糸→横糸の順に

張るのかどうかを観察した。 

・円網づくりにおいて，アシナガグモが横糸を外側から内側に向けて引っ張っていくわけを明らかに

するために，３つの予想（①足場が安定するから ②速く糸を張ることができるから ③作業途中

でも獲物を捕獲できる可能性が高まるから）を立て，それぞれの予想を実証するための実験器具等

を制作した。 

・縦糸に粘性がなく，横糸に粘性があることを確かめるために，アシナガグモが横糸を張る時の移動

の仕方を目視で観察した。 

・縦糸と横糸の柔軟性の違いを明らかにするために，縦糸・横糸それぞれの端をピンセットでつまみ，

伸びる限界まで引っ張り，伸び率〔（伸びた長さ＋もとの長さ）÷もとの長さ〕を比較した。 

・縦糸と横糸の強度の違いを明らかにするために，縦糸・横糸のそれぞれにおもりを載せ，強度を比

較した。 

・円網の構造上の特徴を我々の生活への応用を試みるために，風に強いテント，的当てテント，ボー

ルネットの製品化に向けた実証実験を行った。 

分かった点 

【アシナガグモの観察・実験から】 

・アシナガグモが円網づくりをする時，縦糸を張った後に横糸を張るのは，横糸を張ろうにも縦糸の支

えがないと張れないから。 

・アシナガグモは，作業の際のゆれを少なくし足場の安定を図るために，横糸を張る時は，外側から内

側に向けて張る。 

・獲物を絡めやすくしたり，円網本体のダメージを弱めたりするために，縦糸の方が横糸より柔軟性が

優れている。 

・円網本体のつくりをしっかり保つために，縦糸の方が横糸より強度が優れている。 

・円網が堅すぎると外力を反発してしまい，獲物を粘着させにくい。逆に，円網が柔らかすぎると外力

を吸収しすぎてしまい，獲物を粘着させすぎたり，円網全体の破損につながったりする。 

 

【風に強いテントの製品化にむけて】 

・テントの側面の骨組みを円網の構造を取り入れて適度な柔軟性をもたせることで，風に対する抵抗を

分散させ，風に強いテントになる。 

 

【ボールの衝撃を吸収する的当ての製品化にむけて】 

・的当てネットに円網の構造を取り入れることにより，はね返りすぎず，衝撃音がほとんどない的当て

ネットとなる。 

 

【ボールの大きさに左右されず収納可能なボールネットの製品化にむけて】 

・ボールネットに円網の構造を取り入れることにより，１つのボールネットで，大きさの異なるボール

をフィットした状態で収納できるボールネットになる。 



 

 

 

 

 

【講評】 

クモの巣の丁寧な観察と，クモの巣の特徴を再現したモデル作りから，ネイチャーテクノロジーにま

で発想を広げた，創意工夫の見られる優れた作品である。 

もっと追究したい点 

・今回の研究により，クモの巣が「ネイチャーテクノロジー」の１つになり得るという，先行研究には

なかった点を明らかにすることができた。 

・この他にも，私たちの生活に応用しきれていない自然の仕組みがまだまだたくさんあると思われるた

め，それらの解明・実用化が少しでも進むよう，これからも地道に研究に取り組んでいきたい。 



 



 

 

 【特選】  広島大学附属高等学校  第３学年  大庭夕佳 ・ 長谷川文音 

藤岡尚実 ・ 溝田若葉 

 

 

 

 

 

 

【講評】 

身近な事象から抱いた疑問について，多様な実験から得られたデータを正確に分析して結論を導き出

している優れた作品である。 

工夫した点 

・電荷測定実験の際に，人為的な影響が出ないようにした。 

・データを多くとった。 

・羽を固定し，羽に向かって風を通すことで，羽が風を切る様子を単純化した。 

分かった点 

・扇風機の羽の回転中心から，遠い部分の電位と高い部分の電位には有意な差があった。 

・扇風機の羽の表の風速は，流した煙の下流側の方が大きかった。 

・風圧には，はっきりした関係が見出せなかった。 

もっと追究したい点 

・風圧測定において，羽がたわみ正確なデータを得られなかったため，たわまない金属の羽で改めて

測定を行い，本研究の結果と比較したい。 

・羽の材質を変えた時に，本研究の実験においてどのような違いがあるか追究したい。 



 



 【特選】  広島県立西条農業高等学校  第３学年  平井智也 ・ 一場祥仁 

                                        中西将也 ・ 井上大聖 

 

 

 

 

 

 

【講評】 

循環型農業のビジョンを基に，着実な方法で，ケラチン分解細菌の発見という目的を達成させた優れ

た作品である。 

工夫した点 

・本研究では，ケラチン分解細菌の発見のために，まず，スキムミルクを入れた培地を用いてプロテ

アーゼ合成細菌の単離を行った。 

・液体培地の濁度とタンパク質濃度を測定することで，羽毛の分解を数値として示した。 

分かった点 

・今回発見した細菌４種は，ケラチンを特異的に分解する細菌であり，その内３種が Enterobacter

属，１種が Chriseobacterium 属であること，また菌の組み合わせにより分解が促進されたり疎外

されたりすることが分かった。 

もっと追究したい点 

・今後は，新たなケラチン分解細菌を発見したり，分解物を実際に植物に与えたりすることで，肥料

としての効果を調べていきたい。 

・また，細菌の最適な滴下量についても検証していきたい。 



 



 【特選】  広島県立祇園北高等学校  第３学年  古川実優 ・ 北野桃香 

 

 

 

 

 

 

【講評】 

森林の土壌中の細菌の浄化作用について，そこに生息する動物との関わりや，細菌どうしの相互作用

についても考察を深めた優れた作品である。 

工夫した点 

・実験用汚水の条件を統一するため，錦鯉のエサを微粉末にして水に混ぜ，滅菌後の上澄みを使った。 

・浄化の目安にした汚染の濁度を数値化するため，汚水の背後に太線の丸印をプリントした紙を置き，

その見え方を６段階に分けて写真に撮って基準とした。 

・浄化されたレベルの判断には，濁度だけではなく，信頼度を高めるためＣＯＤ値でも確認した。 

・汚水浄化の効果が，ニホンジカのフン特有なのかを確認するため，肉食動物（ネコ）のフンと比較

した。 

分かった点 

・森林の土壌には，汚水中の有機物を分解する能力の高い細菌類がいる。 

・浄化の浄化能力については，植生の影響は小さく，標高の影響の方が大きい結果となった。標高の

低い地域の森林土壌の方が，汚水を浄化する細菌の働きが強い。 

・土壌から単離した細菌類を混合すると，組み合わせによって汚水の浄化能力が変化する。 

・ニホンジカのフン中の細菌を土壌中の細菌の働き合いにより，汚水浄化能力が高くなる。 

もっと追究したい点 

・それぞれの細菌が，有機物の分解に対してどのような役割を果たしているのか。 

・フンによる汚水浄化能力の向上は，反芻動物に特有な効果なのか。 

・どの細菌を混合すれば，水質浄化能力がもっと高くなるのか。 

・シカのフン中の細菌類を単離し，どの細菌が汚水分解能力が高いのかを突き止めたい。 



 



 【科学賞委員会特別賞】  呉市立宮原中学校  第１学年  芥川 朝陽 ・ 大室 大治 

                                             庄垣内 悠人 ・ 鳥井 優希 

                                             三浦 大輝 

 

 

 

 

 

 

【講評】 

生じた疑問に対して，一つ一つ丁寧に考察をしている優れた作品である。 

工夫した点 

・顕微鏡を使って詳しくフンを調べたり，この刺激を加えると効果があるのではなかという仮説を立

てたりして，１つ１つ調べていったこと。 

・僕たち中学生が調べることができる範囲内で，コウモリの弱点を見付けようとしたこと。 

・５人で調べると，色々な見方があって，たくさんの意見（実験方法や考察）がでてきたこと。 

分かった点 

・コウモリの苦手なものとして，風・光・天井を平らにする・音・匂いがあることが分かった。特に，

人の気配も苦手であることが分かった。 

・コウモリは，羽アリのような昆虫を食べていることが分かった。 

・コウモリのフンを駆除する方法として，コウモリがフンをする場所に，音を流す装置や防犯センサ

ーなどで光を照らすと良いことが分かった。 

もっと追究したい点 

・コウモリが音や匂いに反応することが分かったが，もっと詳しく音の種類（周波数）や匂い成分に

ついても調べてみたい。 

・もっと効果があるフンの駆除方法を見付けたい。 

・コウモリの生態についても調べたい。 


